
学寮について

【指導方針】

　寮は学校と同じ方針のもとに運営されている「教育寮」です。日常の生活については常泊の寮監・寮母が教師

とともに指導にあたります。学習習慣と共同生活を送るうえでのマナーを身につけ、将来社会に出たときに有用

な人材となるよう、有意義な寮生活を送ってくれることを望んでいます。寮生活では、自由な環境の中で自己を

律していく力が求められます。自己をコントロールできない生徒、日常の生活習慣が身についていない生徒、学

習に対する意欲を示せない生徒については厳しく指導します。

【施設】

　男子寮、女子寮ともに２棟ずつあり、居室は２～３人で利用します。居室の様子や、居室内備品についてはホ

ームページで見ることができます。

　開寮時期：１～３学期・・・始業式前日から終業式翌日まで

　　　　　　　　　　　　 　<URL：https://www.intnl.doshisha.ac.jp/life/dormitory.html〉

【条件】

１）自宅から本校までの通学所要時間が１時間30分以上かかるもの

２）寮生の学校生活をサポートする保証人と指定外泊先を設定する必要があります。

　　※保証人

　　　　保護者の方が遠方にいるために、その代理として保護者と同様の責任と義務を負っていただく場合があり

ます。本校におけるこの保証人とは、本校までの所要時間が３時間以内に居住し、かつ独立した生計を営み、

日本語でのやり取りが可能な成人であることと定めています。ただし、保護者が常時、本校までの所要時間

が３時間以内の国内に居住している場合、保証人を立てる必要はありません。

　　　（注）①「責任と義務」とは、以下の内容をさします。

　　　　　　・入寮時の付添いや手続き

　　　　　　・必要書類の日本語での作成

　　　　　　・離寮指導を必要とする場合等の生徒の引き取り

　　　　　　・学校が定める離寮期間や体調不良のための一時的な離寮時の対応

　　　　　　・判断を要する場合の保護者の代行

　　　　　　・緊急時の対応

　　　　　　・その他

　　　　　②上記①に対して、確実に対応していただくのが、保証人です。対応ができない場合は、保証人を変更

していただくか、退寮していただくことになります。

　　※指定外泊先

　　　　入寮時に、保護者が海外に在住している場合は、保証人の他に、日本国内の指定外泊先（保証人以外）を

設定していただきます。本校までの所要時間が３時間である必要はありませんが、独立した生計を営む成

人と定めています。

【食事について】

　朝食と夕食を寮生食堂にて提供します。（アレルギー対応などの特別な食事は提供できません。）

【学寮費】（現行）

【その他】

・入寮の可否は学校が決定します。

・入学時までに自宅や保証人の住所などに変更があった場合、速やかに本校まで連絡すること。

入　　寮　　費

寮　　　　　費

冷　暖　房　費

食　　　　　費

550,000円

480,000円（年額）

　6,000円（年額）

　1,800円（１日朝夕）


